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《業 種 別 総 括 》 

                           28年 8月 

〔漁 業〕 

・ 8月の総水揚げは、漁獲量、漁獲金額ともに前年を大きく下回った。定置、イカ、昆布の漁獲

量が大幅に減少した。イカ漁は浦河で好調さを見せたが広尾の水揚がなかった。昆布漁はえり

も地区が悪天候続きで、採取日が数日となり出荷量が大幅に減少した。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 新ひだか町の北海道市場でサラブレッド1歳馬競り市「サマーセール」が22日から5日間の日程 

で開催された。1,267頭が上場、805頭が売却された。売却総額は前年を約2億2,600万円上回る 

40億14百万円と初めて40億円台を突破した。売却総額は5年連続でセールの記録を更新した。 

・ 農林水産省北海道農政事務所は今年度の日高管内の水稲の作柄概況（8月15日現在）を「平年

並み」と発表した。昨年は「やや良」だったが、平年よりもみ数がやや少ないとしている。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）の月中発注額は237百万円で前年を14百万円下回った。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は1,932百万円で前年を1,439百万円下回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は、13件で前年を6件上回った。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

・ 日高管内の温泉6施設でつくる「ひだか元気グルメ研究会」（会長：三国昭博アポイ山荘支配

人）は、地元産タコやツブを使った料理を競作した特別企画「日高産タコと日高産ツブのマリ

アージュ」を各施設で提供した。 

・ 新冠町のまちづくり事業専門合同会社「フロンティア」（代表社員：谷本晃一町観光振興プロ

デューサー）が企画した、地元産の牛肉を使ったご当地ハンバーガーが商品化され、西泊津の

カフェレストラン「ささふら」で販売されている。 

〔観光・その他〕 

・ ＪＴＢ北海道はえりも町にある自然湖「豊似湖」を売り出す取り組みを始めた。昨年、豊似湖

をヘリコプターでの遊覧体験飛行を企画し好評を得た、ハート型の小さな湖による経済効果へ

の期待は、胆振日高地方全体に広がり始めている。 

・ 浦河町と福祉団体などでつくる「うらかわ乗馬療育ネットワーク」が、乗馬を通じて障害者ら

の心と体の機能回復を図る「親子で楽しむユニ馬ーサルデザインツアー」を企画した。 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は前年に比べ、浦河地区、全道ともに前年を上回った。 

〔総 括〕 

・ 漁業は、漁獲量、漁獲額共に前年を大幅に下回った。定置漁、イカ漁、昆布漁が大幅に減少し

た。軽種馬生産業は「サマーセール」が開催され初の40億円台を記録した。建設業の月中請負

金額（北海道建設業信用保証㈱の保証金額）は前年を下回った。食料品販売はコンビニが自社

ブランド商品の売上が順調だが、一般小売店の売上は伸び悩んでいる。家電販売は夏物商品の

売上が好調。衣料販売は夏物衣料中心の販売となっているが動きは鈍い。自動車関連の車輌販

売は引続き鈍い動きとなった。地区内景況は業種別の格差あるが、基幹産業でもある漁業の不

振、台風による農業被害等も若干出ており総体的に鈍い動きとなった。 
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〔沿岸漁業〕タコ､カレイ、ツブ、昆布漁等｡〔沖合い漁業〕キンキ、イカ、サンマ漁等。 

   総漁獲量 963ｔ・金額 525百万円（前年同月比1,271ｔ減･873百万円減)。 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

  

 

定置網漁……………          9ｔ・     6百万円  ( 同    346ｔ減  ・ 138百万円減 ) 

キンキ漁…………… 5ｔ・     2百万円 ( 同      2ｔ増  ・   5百万円減 ) 

カレイ漁…………… 35ｔ・    18百万円 ( 同     16ｔ減  ・  15百万円減 ) 

タコ漁……………… 123ｔ・    56百万円 ( 同       4ｔ減  ・  15百万円減 ) 

ツブ漁……………… 182ｔ・    124百万円 ( 同      58ｔ減  ・  52百万円減 ) 

イカ漁……………… 305ｔ・   137百万円 ( 同     381ｔ減  ・ 213百万円減 ) 

サンマ漁…………… 17ｔ・    13百万円 ( 同     18t減   ・   3百万円増 ) 

メヌケ漁…………… 2ｔ・     1百万円 ( 同      1ｔ減  ・   2百万円減 ) 

昆布………………… 119ｔ・   133百万円 ( 同   293ｔ減  ・ 351百万円減 ) 

その他……………… 166ｔ・    35百万円 ( 同     156ｔ減  ・  85百万円減 )  

 

・ 8月の総水揚げは、漁獲量、漁獲金額ともに前年を大きく下回った。定置、イカ、昆布の漁獲

量が大幅に減少した。イカ漁は浦河で好調さを見せたが広尾の水揚げがなかった。昆布漁はえ

りも地区が悪天候続きで、採取日が数日となり出荷が大幅に減少した。 

秋鮭が解禁となるが相次ぐ台風の影響で河口付近の海域に流木が大量流出しており、初水揚げ

は遅れる見通し。道水研さけます・内水面水産試験場は今年のサケ資源予測をまとめた。道内

全体への来遊数は前年比6%上回る3,901万5千匹と予想した。日高地区の予想は、前年比1.5％

減の248万2千匹と予想している。 

 
（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ サラブレッド1歳馬競り市「サマーセール」が新ひだか町北海道市場で22日～26日に開催され

た。1,267頭が上場、805頭が売却された。売却率は63.5％と前年比2ポイントと微減したが、

売却総額は前年比約2億2,600万円増の40億14百万円と初めて40億円を突破した。売却総額は5

年連続でセールの記録を更新した。 

・ 同セールに静内農業高校生産・育成の牝馬「叶夢（かのん）」が上場し、190万円（税別）で

日本中央競馬会（JRA）が落札した。これまでに生産馬のユメロマンやゴーゴーヒューガが中

央競馬で勝利している。 

〔畜産業〕 

・黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数 112頭（前年 92頭）金額 12,003万円（同 7,983万円)。  

価格は、子牛が 81万円(前年 66万円)、肥育牛は 136万円(同 117万円)。えりも地区は 10 

ヶ月素牛が出荷頭数 39頭(前年 37頭）金額は 3,223万円（同 2,292万円）。価格は牡が 87 

万円(同 67万円) 牝は 70万円(同 56万円)。国内産牛の出荷頭数の減少により高値での取引 

が続いている。 

〔花き栽培〕 

・8月の花き出荷実績は、1,155千本、金額 117,542千円（前年 1,186千本、118,457千円)。 

 

 

 

 

〔公共工事〕 

・町発注工事（新ひだか～広尾地区）は、件数 18件、金額 237百万円（前年 30件、251百万 

円）工事発注状況をみると、前年同月比件数は12件下回り、金額は14百万円下回った。 

・日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、1,932百万円(北海道建設業信用保証㈱の保証 

請負金額)。前年同月比1,439百万円、42.7％減少した。 

 

〔建設業〕 

・浦河労基署は平成 28年 8月の管内労災発生状況(休業 4日以上)をまとめた。建設業では土 

木で 1人の被災報告がありゼロだった前年同月から皆増となった。1月からの累計は土木 4

人、建築、木造建築、その他各 1人の計 7人。全て休業災で、前年同期より 4人減少した。

全産業では 8月に、畜産業で 11人、製造業と漁業で各 2人など計 19人の被災報告があった。

畜産業のうち 10人は馬関連のもので、多くは馬が突然暴れ出して蹴られたり、騎乗中に投

げ出されたりしたことが要因となっている。全産業の累計は、前年同期を9人上回る106人。

死亡災は出ていない。業種別では畜産業が最多の 64人で、次いで建設業 7人、漁業 5人、

林業、製造業各 4人などの内訳となっている。  

〔建築確認申請〕 

・8月中受付建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は 13件で前年を 6件上回った。 
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〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が841ｔ（前年449ｔ）で前年比87.3％の増加。出

荷金額は14,945千円（同7,318千円）で同比104.2%の増加となった。 

 

〔製 材〕 

・ 建材、プレカット材等は町内外の建築業者や道内外からの受注安定し順調な稼動となっている。 

  
 

 

 

〔卸売業〕 

・ 相次ぐ台風の影響で本州・道内の野菜栽培に影響が出ている。野菜類は、葉物・根菜類をはじ 

め全般的に高値で推移している。レタスは6～7割の高値、ニンジンも倍近い高値で推移して 

いる。台風による暴風雨で管内各町では農業用ハウスの冠水や畑への泥水流入の被害が出てお 

り今後の野菜類の高騰が予想されている。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 日高管内の温泉6施設でつくる「ひだか元気グルメ研究会」は、地元産のタコやツブを使った料

理を競作した特別企画「日高産タコと日高産ツブのマリアージュ」を開催した。同会は管内の

旬の味覚をＰＲしようとウニやサケ、肉などを使った料理を競作してきた。今回は日高沖のタ

コやツブの認知度を高めて、名産にしようと企画した。 

・ 新冠町内のまちづくり事業専門合同会社「フロンティア」が企画した、地元産の牛肉を使った 

ご当地ハンバーガーが商品化された。同社が町内の牧場と共同で開発したハンバーグを、町内

の飲食店がハンバーガーとして提供している。町内西泊津のカフェレストラン「ささふら」で

販売している。 

〔観光・その他〕 

・ ＪＲＡ札幌競馬場で9月3日行われる中央競馬12レースの日高特別に合わせ、日高振興局主

催の「ひだかフェア」が9月3、4の両日、競馬場2階屋上テラス特設エリアで開催し、ホッ

カイドウ競馬と馬産地日高の観光や物産をＰＲする。平取、新冠、浦河町の職員や、平取、新

冠両町の観光協会も参加、協力する。特産品販売ではイチゴやミニトマト、アスパラ、ヨーグ

ルッペ（日高乳業）、平取和牛カレー、ピーマンようかん、トキノミノルグッズ（みついし農

協）、日高昆布ラーメン（浦河町・まさご湯）などを販売。競馬ファンに日高をＰＲする。 

・ 東胆振・日高地方で7月末に降った大雨で、冠水などがあった日高管内の被害総額は2億円近

くに達した。日高振興局のまとめによると8月5日現在で、日高、新冠、新ひだか、浦河、様

似で、河川が土砂で埋まるなどし、土砂除去などの復旧作業に1億9,300万円、護岸復旧や道

路の補修など土木工事関係で1億1,800万円。水産関係では、浦河沖の流木によるコンブの被

害や干場の復旧費用で3,300万円、林業関係では、林道の路面流出や路肩崩壊などで2,300万

円となった。住宅被害は、浦河町で床上、床下浸水がそれぞれ7軒、新ひだか町は床上浸水2

軒、床下浸水20軒だった。 
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〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内（新 冠 町 ～ え り も 町）の倒産は、0件（前年同月0件）。 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、1件（前年同月1件）。 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は22件(前年同月26件)、負債総額は27億2千万円(同27億9千万円)、倒産件

数は前月比8件減少、前年比4件減少した。              （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は726件(前年同月632件)、負債総額は1,260億5千万円（同97億9千万円）。 

倒産件数は前月比14件増加、前年比で94件の増加となった。 

〔雇 用〕 

・ 8月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.52倍で前年比0.29ポイント増加、前月比も0.05ポイン

ト増加した。有効求人数は1,035人で前年比158人増加、前月比では4人増加となった。有効求

職者数は679人で前年比35人減少、前月比も21人の減少となった。全道の月間有効求人倍率は

1.07倍で前年比0.09ポイント、前月比0.02ポイントそれぞれ増加となった。 

 
 
 
 
 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 
 
 
  8／14 第21回 エルムステークス                    （ＧⅢ） 
       リッカルド号         （新ひだか町 岡田スタッド 殿生産） 
  
  8／27 第18回 新潟ジャンプステークス               （Ｊ・ＧⅢ） 
       タイセイドリーム号       （新ひだか町 千代田牧場 殿生産） 
  

8／28 第11回 キーンランドカップ                   （ＧⅢ） 
       ブランボヌール号       （新冠町（株）ノースヒルズ 殿生産） 
 
   
 管内の体験移住利用好調 
 
    日高管内 3町の延べ滞在日数の道内順位（上位 10位以内のみ） 

 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 

浦河町 2位（4702日） 2位（5076日） 2位（3938日） 2位（3617日） 2位（3259日） 

新ひだか町 ― 4位（2331日） 7位（1957日） ― 8位（1772日） 

日高町 ― 7位（1987日） 8位（1922日） 7位（2041日） 10位（1681日） 

 
 道内市町村が道と協力して進める体験移住事業「ちょっと暮らし」が開始から 10年と 
なった。日高管内では浦河が利用日数の多さで全道でも際立つが、新ひだか、日高も上 
位 10位以内に入るなど健闘している。15年度は 95市町村が実施。15年度の延べ滞在 
日数は、浦河が 3,259日で、9,871日の釧路市に続き 5年連続の全道 2位。新ひだかが 
1,772日で 8位、日高が 1,681日で 10位。ベスト 10に 3自治体が入ったのは日高管内 
だけとなった。 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 
 



 

６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成28年8月現在)                  (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,308 -107 -9 2,619 -19 -4 

日 高 町 12,455 -158 -35 6,334 -14 -25 

新 冠 町 5,703 -42 8 2,739 8 1 

新 ひ だ か 町 23,545 -352 18 11,923 -56 19 

浦 河 町 12,810 -265 -5 6,776 -57 -3 

様 似 町 4,577 -90 0 2,256 -8 0 

え り も 町 4,958 -123 7 2,173 -3 3 

日高地区合計 69,356 -1,137 -16 34,820 -149 -9 

広 尾 町 7,180 -143 -17 3,448 -35 -9 

大 樹 町 5,752 -37 10 2,693 30 7 

日高･十勝地区合計 82,288 -1,317 -23 40,961 -154 -11 

札 幌 市 1,959,571 11,423 510 929,574 -13,947 442 

江 別 市 119,145 -507 -50 55,927 466 3 

石 狩 市 58,980 -199 -12 27,325 216 10 

北 広 島 市 59,169 -220 17 27,069 226 26 

恵 庭 市 69,200 133 58 32,257 575 58 

千 歳 市 96,355 882 261 47,928 748 95 

石狩地区合計 2,362,420 11,512 784 1,120,080 -11,716 634 

苫 小 牧 市 173,285 -484 -39 87,336 438 16 

厚 真 町 4,679 -30 0 2,136 10 2 

む か わ 町 8,669 -202 -5 4,396 -42 -5 

胆振地区合計 186,633 -716 -44 93,868 406 13 

営業区域合計 2,631,341 9,479 717 1,254,909 -11,464 636 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                   (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(平成28年8月) 

 （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月 前  月 

月 間 有 効 求 人 数 1,035 89,746 877 86,606 1,031 88,609 

月間有効求職者数 679 83,685 714 87,959 700 84,110 

月間有効求人倍率 1.52 1.07 1.23 0.98 1.47 1.05 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

３ 建築確認申請(平成28年8月) 

 （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 13 6 3 

(新ひだか町～広尾町) 28/4～28/8 累計 60 -2  

(資料出所:各市町村) 

  



 

７ 

 

 

 

４ 企業倒産状況(平成28年8月)  
                                      （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 17 0 6 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 22 272 -4 -7   
全   国 726 12,605 94 2,815   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成28年8月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

130,938 4.44 0.52 49,365 2.66 0.41 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 28年8月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 345 25.45 96.02 

交換金額 311 19.16 28.51 

不渡り手形枚数 7 － － 

不渡り手形金額 2 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

8月中の気象状況                             (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返したも

の(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 21.9 288.0 173.7 2.0 180.11 126.33 

広   尾 21.0 507.5 119.2 2.6 217.53 100.51 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成28年8月) 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 102,152 -8.7 49,506 -3.4 151,658 -7.0 

新ひだか町三石 30,352 -3.0 21,365 -2.0 51,717 -2.6 

浦 河 町 61,264 -5.0 26,183 -8.8 87,447 -6.2 

様 似 町 24,090 -2.9 12,078 4.1 36,168 -0.7 

え り も 町 27,344 -1.7 9,920 -1.5 37,264 -1.6 

広 尾 町 31,876 -5.5 14,901 1.5 46,777 -3.4 

＊ 広尾町は28年7月分                              (資料出所：各町) 
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◆苫小牧高等技術専門学院とは 

厚生労働省所管の法令である、職業能力開発促進法に基づき、北海道が設置し運営を行う公共

職業訓練施設です。ここでは、募集科目の職種に就くために必要な専門知識や技能を身につけ、

各種資格の取得を行います。 

 

◆募集科目の紹介 

・金属加工科  金属を接合する溶接や金属を曲げる板金加工などを学びます。 

・機 械 科  金属を加工する機械加工や機械設備の保守作業などを学びます。 

・電気工事科  電気・配線工事や電気施設・設備の保守作業などを学びます。 

 

◆募集定員 

 ・各科定員10名 

 

◆入学経費等の紹介 

 ・年間授業料  184,800円 

・諸経費等   150,000円（教科書や私物工具などの購入費用。科で違います。） 

 

◆受付期間および試験日 

・推薦選考受付期間  平成28年11月1日から11月20日 

 推薦選考試験日   平成28年11月25日 

試験内容      面接試験 

・一般選考受付期間  平成28年11月21日から12月10日 

  一般選考試験日   平成28年12月16日 

試験内容      学力試験（数学、国語）、面接試験 

 

◆施設所在地および連絡先 

北海道立苫小牧高等技術専門学院 

〒０５３－００５２ 苫小牧市新開町4丁目６－１０ 

TEL：０１４４－５５－７００７ FAX：０１４４－５５－７００９ 

【学院ＨＰ】http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/tms/index.htm 

※右のＱＲコードでも学院ＨＰを見ることができます 

 

◆問い合わせ先 

日高振興局産業振興部商工労働観光課 電話 ０１４６－２２－９２８１ 

日高振興局からのお知らせ 

 
北海道立苫小牧高等技術専門学院  

「平成 29年度 訓練生募集」 

～2年制に生まれ変わるため、 

第 1期生の募集になります～ 



 

９ 

 

 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成2９年3月31日(金）まで 
◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 
◎ 手 数 料  ： 無  料 
◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 
   

※ ひだかしんきん「空き家サポートローン」の取扱を開始しました！ 
空き家の損壊が原因でご近所に迷惑をかけないか心配・・・ 
空き家を解体したいけれどお金はどうしよう・・・ 

◎ご利用いただける方   ：満20歳以上でしんきん保証基金の保証が得られる方。 
◎お使いみち          ：空き家解体費用および附帯する諸費用などに。 
◎ご融資金額         ：500万円以内 
◎ご融資期間         ：1年以上20年以内 
◎ご融資利率（※変動金利）  ：年2.20％または 2.10％（リピートプラン該当の方） 
◎最優遇利率（※変動金利）  ：年2.00％または 1.90％（自治体から空き家解体に伴う補助金を受給される方） 
◎担保・保証人        ： 不要です。 
 

※ ひだかしんきん「空き家リノベーションローン」の取扱を開始しました！  
空き家をリフォームして賃貸したい・・・ 
空き家をとり壊して敷地を駐車場に造成したい・・・ 

◎ご利用いただける方   ：満20歳以上で完済時の年齢が 76歳以下の方、㈱ジャックスの保証が得られる方。 
◎お使い道          ：空き家を賃貸するための改築・改装の費用、空き家解体後の駐車場等の造成費用や土地

の有効活用に係る各種設備費用、空き家の防災・防犯上の設備対策資金。 
◎ご融資期間         ：1年以上10年以内 
◎ご融資金額         ：500万円以内 
◎ご融資利率（※変動金利）  ：年2.70％ 
◎最優遇利率（※変動金利）  ：年2.50％（自治体から空き家の解体及び、空き家を賃貸するための改築等に伴う補助金を

受給される方） 
◎担保・保証人        ： 不要です。 
 

※ ひだかしんきん「リフォームローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 

変動金利型  基準金利3. 80％（基準金利は平成28年4月1日現在）→優遇金利2.00％ 

優遇条件に該当で基準金利より年1.80％優遇 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。  

※ ひだかしんきん「カーライフローン」キャンペーン中！ 

●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 
お取引金利  変動金利型：基準金利3.20％→最優遇金利1.30％（保証料は別途加算） 

固定金利型：基準金利4.00％→最優遇金利2.10％（保証料は別途加算） 
子育て応援低減▲0.30％、29歳以下低減▲0.20％ 

※適用されるお取引金利は、当金庫とのお取引内容により異なります。 
※子育て応援低減は、18歳以下のお子様がいる方が対象となります。18歳以上でも、大学や各種専門学校等に通われてい
る場合は低減の対象となります。 

◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日9：00～19：00  

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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